
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４３０１

挑戦的萌芽研究

2016～2015

ビギナーズラックの生理反応と脳内メカニズムの検討

Physiolophysiology of "beginner's luck"

２０５３９２４１研究者番号：

辻本　悟史（Tsujimoto, Satoshi）

京都大学・情報学研究科・准教授

研究期間：

１５Ｋ１２０４９

平成 年 月 日現在２９   ５ １４

円     2,700,000

研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、 ビギナーズラックに関連した生理反応と脳活動を明らかにする
ことにある。本研究では特に、外国為替証拠金取引（FX）場面に焦点をあて、まったく取引経験がない「非経験
者」と、少なくとも２年以上にわたって取引を続けている 「経験者」 の２グループ間で、行動データと生理反
応を比較した。
　最終損益の指標から、ある程度の確率でビギナーズラックが再現された。
皮膚電気反応、心拍数、脳波の平均値にグループ間の有意差は見られなかった。一方で、非経験者のほうが、皮
膚電気反応と脳波の分散が有意に大きく、  ２つのサブグループに分かれる傾向が見られた。

研究成果の概要（英文）：   The purpose of this study was to reveal the physiological responses 
related to the “beginner’s luck”. To this end, this study focused on the retail foreign exchange 
trading. Two groups, (1) non-traders who had no past experience and (2) traders who have been 
continuously trading for longer than past 2 years, participated to the experiment. Trade-related 
behavioral measures and physiological responses were collected during the virtual trading running on
 a software.
   The bottom line (final gain / loss) indicated that the beginner’s luck can be represented by 
this methods among a considerable proportion of participants. There was no significant 
group-differences in average scores for electrodermal activity (EDA), heart rate, or 
electroencephalography (EEG). The non-trader group showed greater inter-individual differences in 
both EDA and EEG and was polarized into two different sub-groups.
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１．研究開始当初の背景 
 
スポーツや投資行動、ギャンブルなど、知

識・経験・スキルが問われる様々な分野で、
初心者が往々にして好結果をおさめること
がある。このビギナーズラックは、単なる「偶
然」や「まぐれ」ではなく、少なくとも一定
の条件下では存在がみとめられている。たと
えば、いくつかの投資ファンドへの分散投資
を検討する場面では、「標本平均分散ポート
フォリオ」など合理的に導出された資産配分
方針よりも、ビギナーの多くが選択する単純
な均等配分のほうが投資効率が高いという
結果が報告されている (DeMiguel et al. 
2006)。 
一方で、ビギナーがエキスパートの域に達

するまでには、いったん成績や効率が落ち込
む時期があることも広く報告されている。こ
の事実を踏まえると、ビギナーズラックの状
況下では、時としてエキスパートに匹敵する
高いパフォーマンスを示すとはいえ、その背
後には、エキスパートとは異なるプロセスが
存在すると考えられる。 
これまで、エキスパートの脳科学的研究は

比較的多くなされており、複雑なボードゲー
ムや球技スポーツにおける動作などのエキ
スパートの脳では、皮質下の構造にその役割
が移行し「直観的」に処理されるようになる
ことが示唆されている(e.g. Wan et al. 2011; 
Naito & Hirose 2014; see also Beilock et al. 
2002)。しかし、ビギナーの高パフォーマン
スに焦点を当てた研究はほとんど行われて
いない。 
その背後にある脳機能や生理学的なメカ

ニズムが明らかになれば、新たな研究対象と
して研究が広まる契機になり得るものであ
り、学術的な貢献が期待できる。また、ゆく
ゆくは、ソフトウェア開発や人工知能、ロボ
ットなど認知科学、工学的応用に貢献できる
と期待される。このように大きなブレイクス
ルーと様々な応用が期待されると考え、本研
究の着想に至った。 
 
２．研究の目的 

 
本研究の目的は、ビギナーズラックに関連

した生理反応と脳活動を明らかにすること
にある。一般に、課題の訓練を重ねたエキス
パートでは、冷静かつ直観的に極めて効率的
な情報処理を行うことができる。このような
状態に焦点を当てた研究は比較的進んでい
るが、ビギナーはその比較対象・コントロー
ルとして扱われ、ほとんど注目されてこなか
った。しかし、ビギナーズラックに代表され
るように、初心者は時に高いパフォーマンス
を示すことがある。本研究では、その点に注
目し、末梢神経系の変化に由来するデータと
脳活動を記録・解析することで、メカニズム
の解明を目指す。 

 

３．研究の方法 
 
(1) 概要 
本研究では、外国為替証拠金取引（FX）を

題材とし、ソフトウェアによって作成したバ
ーチャルの取引場面を使って実験を実施し
た。ソフトウェアには、市販の Forex Tester 
3（http://www.forextester.com/）を用い、典
型的なローソク足チャートを過去の事例か
らランダムに抽出した (Fig. 1)。 
ローソク足は 1 分足または 5 分足とし、エ

キスパートが経験を生かしやすいよう、典型
的なパターンを多く盛り込んだ。参加者間の
データのばらつきを抑えるために、すべての
参加者に対して、チャートは統一のものを用
いた。 
この課題における行動データと脳活動を

含む生理指標を、グループ間で比較すること
で、目的にアプローチしようと試みた。 
 

 
 
(2) 実験参加者 
本研究の参加者として「非経験者」と「経

験者」 の２グループを採用した。実験途中
での脱落等を除外し、最終的に非経験者１０
名（すべて男性；平均２０－２５歳）、経験
者３名（すべて男性；２５－３５歳）のデー
タを取得した。 
非経験者は、まったく FX 取引の経験がな

く、一方、経験者グループは、少なくとも２
年以上にわたって取引を続けており、かつそ
の取引方法の中心が短時間で取引を繰り返
すスキャルピングである者とした。 
 

(3) 装置と手続き 
 各被験者は、インフォームドコンセントの
後、練習試行を行い、その後、測定装置を装
着して実験室内で本番のトライアルを実施
した。 
 本番では、自分のペースで休憩を挟みなが
ら、３０分間の取引を２回、合計１時間の取
引を行った。２回の取引場面は、過去の別々
の日から抽出した相場を用い、一度餅金など
をすべてリセットしてからの再スタートと
した。 

Fig. 1 実験課題イメージ 



 装置として、カスタムメイドの測定装置に
よって皮膚電気活動と心拍数を計測し、同時
に、Emotive 社製脳波測定装置を用いて、脳
は計測を行った。 
 
４．研究成果 
 
(1) 行動データ 
 取引回数と売買間隔の各指標から、 非経
験者は経験者よりも頻繁に取引を行う傾向
が確認された。 一方、 最終損益にはグルー
プ間で有意差がなく、一部の非経験参加者は、
経験者の平均の５倍以上の最終利益を上げ
た。 
 個人差を見ると、経験者間にも大きな差が
あり、１名マイナスを出してしまった参加者
がいた。ごく短時間の取引なので当然の結果
であり、生理指標の解析の際には、この点も
考慮した。一方で、非経験者グループの結果
から、ある程度の確率でビギナーズラックが
再現できたと考えられる。 
 
(2) 生理指標 
 単純なグループ間の比較では、各指標に有
意差は見られなかった。一方で、非経験者グ
ループのほうが、皮膚電気活動と脳波（特に
注意に関連する周波数成分）の分散が有意に
大きく、２つのサブグループに分かれる傾向
が見られた。 
 経験者でマイナスの最終損益になってし
まったものと、そうでないものに分けて指標
を比較したところ、皮膚電気活動、脳波とも
に差は見られず、これらは、最終パフォーマ
ンスよりも途中のプロセスを反映している
可能性がある。ただし、サンプル数が極めて
少ない状況での比較のため、統計学的に結論
を出すには至らない。 
 
(3) 考察 
 架空の FX 取引を用いて、ある程度の確率
でビギナーズラックが再現できることがわ
かった。脳生理指標の結果から、現象として
ビギナーズラックという形で現れる場合で
も、 生理学的にはいくつかの異なるメカニ
ズムに起因している可能性が示唆された。 
タイプ分けして詳細を分析することで、 ビ
ギナーズラックの心理・生理的メカニズムの
更なる解明が期待される。 
 乳幼児や子どもの発達過程では、認知機能
や運動能力の発達曲線がＵ字型になること
が多い(e.g. Butterworth, 1989; Stavy et al, 
1982)。本研究のアイディアは、このＵ字型
の変化の原理を、発達過程のみならず一般に
経験・スキルを身につける場合にも発展させ
て捉えるものといえるかもしれない。ただし、
当然ながら、乳幼児・子どもの発達過程との
比較は、本研究だけでは困難である。今後、
分野を超えて他の研究と有機的に結びつく
ことによって、新たな仮説の提案につながる
可能性を秘めている。 

一方で、サンプル数が非常に少ないこと、
実験デザインやパラメータの設定、解析等に
まだ大きく工夫の余地が残されていること
など、克服すべき点も多く残っている。これ
らをクリアし、さらなる研究の進展が望まれ
る。 
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